
１１月１３・１４日の２日間

苫前中学校生徒会（生徒会長小笠原宏一）８名が

セイコーマートむらい苫前店前で、「新潟中越地震」義援金活動を行った。

この募金活動は「僕らに何か出来ることはないか」考え、

生徒会自ら「まずは義援金に取り組もう！」と始めたもの。

寒風吹き抜けるなか「募金をお願いします。」と大きな声で

通りかかる人々へ募金活動を呼びかけた。

この義援金は、新潟県災害対策本部義援金受付口座へ送金され、

同生徒会では「心の支えになれば」と被災する中学生への

励ましのメッセージを送付した。
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平成１６年度苫前町表彰式が「文化の日」の１１月３日「と
ままえ温泉ふわっと」にて挙行され、功労、勤続、善行など２
０名を表彰、２６名及び３団体へ感謝状が贈られた。
本町の発展の礎となられ、各分野においてご尽力された受賞
者の方々に、心からの賞賛と感謝の言葉を町民の皆様とともに
捧げ、祝福申し上げます。

苫
前
町
表
彰
は
、
条
例
に
基
づ
く

表
彰
で
あ
り
、
政
治
、
経
済
、
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
な
ど
の
各

分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
は
じ

め
、
永
年
勤
続
者
で
業
務
に
精
励
さ

れ
た
方
、
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
個

人
や
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
。

表
彰
式
で
森
町
長
は
「
今
日
の
本

町
発
展
の
礎
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
献
身
的
な
努
力
と
ご
協
力
を
続

け
ら
れ
た
方
々
と
人
知
れ
ず
町
政
振

興
の
た
め
善
意
を
寄
せ
ら
れ
た
方
々

が
数
多
く
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
郷
土

愛
の
現
れ
で
あ
り
、
町
の
誇
り
で
す
」

と
式
辞
で
受
賞
者
を
労
い
、
表
彰
状

並
び
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

今
年
度
の
表
彰
は
、
特
別
功
労
者

三
名
と
自
治
、
産
業
及
び
教
育
文
化

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
功
労
者
六
名
、

社
会
福
祉
、
防
災
、
納
税
関
係

で
の
永
年
勤
続
者
に
九
名
、
多

額
寄
附
に
お
け
る
善
行
表
彰
に

二
名
、
感
謝
状
に
つ
い
て
は
一

般
寄
附
者
九
名
、
三
団
体
に
授

与
さ
れ
た
。

ま
た
、
式
典
に
先
駆
け
十
月

二
十
八
日
に
は
、
町
内
に
八
十

年
以
上
在
住
し
家
業
等
を
通
じ

て
町
の
発
展
に
貢
献
し
た
高
齢

者
十
七
名
に
対
し
、
各
家
庭
を

訪
問
し
感
謝
状
及
び
記
念
品
を

贈
り
、
そ
の
功
績
を
ね
ぎ
ら
っ

た
。受

賞
者
を
代
表
し
て
久
保
田

徳
満
さ
ん
か
ら
「
与
え
ら
れ
た

職
責
を
全
う
し
た
に
過
ぎ
ず
、

こ
の
表
彰
は
身
に
余
る
光
栄
。

今
後
も
、
町
の
発
展
の
た
め
自
治
行

政
へ
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
て
い
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

久
保
田
徳
満
（
71
才
）
＝
苫
前

昭
和
六
十
二
年
苫
前
町
長
に
就
任

以
来
、
四
期
十
六
年

に
亘
り
、
本
町
の
発

展
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
。

坂
川
　
黙
音
（
75
才
）
＝
旭

五
期
二
十
年
の
永
き
に
亘
り
苫
前

町
議
会
議
員
、
平
成

七
年
か
ら
二
期
八
年

間
は
議
長
に
就
任
し
、

本
町
の
自
治
振
興
に

尽
力
し
た
ほ
か
、
苫

前
町
選
挙
管
理
委
員
長
や
（
社
）
苫

前
福
祉
会
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。
本

町
発
展
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。

十
川
　
　
猛
（
79
才
）
＝
香
川

六
期
二
十
四
年
の
永
き
に
亘
り
苫

前
町
議
会
議
員
、
平

成
三
年
か
ら
一
期
四

年
間
は
議
長
に
就
任

し
、
本
町
の
自
治
振

興
に
尽
力
し
た
ほ
か
、

苫
前
土
地
改
良
区
理
事
長
、
苫
前
町

農
業
協
同
組
合
代
表
監
事
な
ど
を
歴

任
。
本
町
の
発
展
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
。

自
治
功
労
者

小
野
寺
正
博
（
61
才
）
＝
苫
前

昭
和
三
十
八
年
苫
前
町
に
奉
職
以

来
、
三
十
八
年
の
永
き
に
亘
り
職
務

に
精
励
し
、
町
政
の
円
滑
な
執
行
に

尽
力
し
た
。

杉
野
　
雅
英
（
61
才
）
＝
古
丹
別

昭
和
三
十
八
年
苫
前
町
に
奉
職
以

来
、
四
十
年
の
永
き
に
亘
り
職
務
に

精
励
し
、
町
政
の
円
滑
な
執
行
に
尽

力
し
た
。

小
野
　
　
好
（
61
才
）
＝
旭

昭
和
三
十
四
年
苫
前
町
に
奉
職
以

来
、
四
十
五
年
の
永
き
に
亘
り
職
務

に
精
励
さ
れ
、
町
政
の
円
滑
な
執
行

に
尽
力
し
た
。

産
業
功
労
者

平
野
　
　
忠
（
62
才
）
＝
長
島

苫
前
土
地
改
良
区
役
員
と
し
て
二

十
年
余
の
永
き
に
亘
り
、
土
地
改
良

事
業
の
推
進
と
団
体
の
健
全
運
営
に

尽
力
し
、
本
町
の
産
業
振
興
に
多
大

な
貢
献
を
し
た
。

内
田
　
靖
生
（
65
才
）
＝
古
丹
別

四
十
七
年
余
の
永
き
に
亘
り
、
林

業
･
林
産
業
に
従
事
。
昭
和
五
十
七

年
か
ら
は
留
萌
地
方
林
産
振
興
会
副

会
長
に
就
任
し
、
林
業
・
林
産
業
の

発
展
と
団
体
の
健
全
運
営
に
尽
力
し
、

本
町
の
産
業
振
興
に
多
大
な
貢
献
を

し
た
。

教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
功
労

中
野
　
吉
晴
（
72
才
）
＝
古
丹
別

昭
和
四
十
八
年
く
ま
獅
子
保
存
会

結
成
以
来
会
長
等
を
歴
任
し
、
後
継

者
の
育
成
や
く
ま
獅
子
少
年
団
の
結

成
な
ど
「
く
ま
獅
子
舞
」
の
保
存
継

承
に
尽
力
す
る
と
共
に
、
苫
前
町
文

化
協
会
の
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
本

町
の
文
化
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
。

社
会
福
祉
関
係

☆
社
会
厚
生
委
員
十
年
以
上

菊
池
　
典
子
（
58
才
）
＝
古
丹
別

防
災
関
係

☆
消
防
団
員
三
十
年
以
上

檜
森
　
光
夫
（
54
才
）
＝
古
丹
別

☆
消
防
団
員
二
十
年
以
上

加
藤
　
孝
幸
（
43
才
）
＝
苫
前

☆
水
難
救
助
員
三
十
年
以
上

杉
本
　
　
司
（
52
才
）
＝
古
丹
別

☆
水
難
救
助
員
二
十
年
以
上

籾
山
　
忠
雄
（
46
才
）
＝
苫
前

佐
々
木
雅
洋
（
41
才
）
＝
苫
前

川
村
　
信
介
（
48
才
）
＝
苫
前

永年勤続者へ森町長より表彰状が授与される

特
別
功
労
表
彰

永
年
勤
続
表
彰

功

労

表

彰
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納
税
関
係

☆
納
税
貯
蓄
組
合
長
四
十
年
以
上

関
　
　
　
薫
（
61
才
）
＝
古
丹
別

☆
納
税
貯
蓄
組
合
長
二
十
年
以
上

石
川
　
博
美
（
80
才
）
＝
古
丹
別

○
小
田
　
ス
イ
（
82
才
）
＝
古
丹
別

昨
年
十
月
、
苫
前
町
へ
一
般
寄
附

と
し
て
、
百
万
円
を
寄
附
。

○
花
井
　
忠
昭
（
71
才
）
＝
岩
見

本
年
二
月
、
苫
前
町
へ
一
般
寄
附

と
し
て
百
万
円
を
寄
附
。

寄
　
附

留
萌
地
区
間
伐
材
生
産
加
工
組
合

（
代
表
理
事
松
尾
忠
司
）
＝
古
丹
別
、

浅
井
雄
一
＝
遠
別
町
、（
有
）
エ
フ
ケ

ー
ド
ラ
ッ
ク
（
代
表
福
井
俊
之
）
＝

羽
幌
町
、
故
中
野
英
三
＝
古
丹
別
、

石
川
達
司
＝
旭
川
市
、
田
中
博
幸
＝

札
幌
市
、
苫
前
建
設
協
会
（
会
長
〜

橋
場
一
雄
）
＝
古
丹
別
、
伊
藤
ハ
マ

エ
＝
古
丹
別
、
織
笠
輝
磨
＝
古
丹
別
、

千
代
谷
英
夫
＝
羽
幌
町
、
青
木
和
雄

＝
古
丹
別
、
猪
股
正
博
＝
苫
前

町
内
在
住
八
十
年
以
上

▽
上
平
〜
小
瀧
義
宗
、
▽
三
豊
〜
岡

田
博
、
▽
苫
前
〜
田
中
妻
子
、
阿
部

千
代
、
宇
佐
美
ミ
チ
子
、
福
士
ヌ
イ
、

吉
田
フ
ジ
子
、
大
場
愛
子
、
横
野
政

美
、
▽
旭
〜
合
田
り
つ
子
、
小
林
ハ

ル
ヱ
、
▽
長
島
〜
上
田
ス
ミ
、
▽
古

丹
別
〜
水
谷
俊
久
、
宮
本
實
、
石
川

博
美
、
▽
九
重
〜
村
上
房
子
、
森
本

國
光

善

行

表

彰

感

謝

状

関武さん（更生保護功労）瑞宝双光章
金子勘市さん（消防功労）瑞宝單光章

関武さんは、昭和37年に保護司を委嘱され、こ
れまで41年11か月奉仕の精神に徹し、保護観察対
象者や家族に深い信頼感を与え、綿密な処遇活動
によって多くの保護観察対象者を更生に導いた。
また、地域社会における犯罪予防活動にも率先し
て参加、更生保護事業に多くの実績を残した。ま
た、昭和40年から現在まで民生委員児童委員を勤
め、苫前保育園理事、町社会福祉協議会理事など

を歴任し、地域社会福祉事業へ積極的に関わり、地域福祉向上に尽くし
ている。

金子勘市さんは、昭和21年4月に苫前村警防
団員、翌年8月に同村消防団員、昭和25年4月
に苫前町消防団常備消防員を拝命。昭和48年に
北留萌消防組合設立に伴い、同組合消防吏員と
して勤務。昭和58年3月に退職するまで37年間
に亘り、消防の第一線で活躍。昭和48年8月の
集中豪雨災害では河川氾濫が相次ぎ、東川地区
で孤立した農家住民をロープを張りながらゴム

ボートで救出。翌年12月の古丹別市街地での商店火災では強風の
下、延焼を防ぐため自ら果敢に放水活動を行った。また、火災予防
思想の普及への情熱も高く、防火講習会や消火器の取扱い説明会を
積極的に実施。消防職員・団員の消防技術向上にも尽力した。

関武さん（更生保護功労）瑞宝双光章
金子勘市さん（消防功労）瑞宝單光章

お二人の叙勲受賞を心よりお祝い申し上げます。
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り
ま
し
た
。
今
後
は
中
部
三
町
村
で

の
広
域
行
政
を
積
極
的
に
進
め
、
効

率
の
よ
い
行
政
を
進
め
る
と
と
も
に
、

現
在
組
織
さ
れ
て
お
り
ま
す
「
中
部

振
興
協
議
会
（
町
村
長
及
び
議
会
議

長
の
六
名
で
構
成
）」を
中
心
に
、
よ

り
一
層
の
活
性
化
を
図
っ
て
参
り
た

い
。
苫
前
町
と
し
て
は
、
こ
の
協
議

会
を
継
続
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
し
た
が
、
重
ね
て
住
民
の
皆
様
の

期
待
に
沿
う
こ
と
が
出
来
ず
、
申
し

訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

合
併
新
法
は
五
年
間
の
時
限
立
法
で

の
議
論
が
出
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
研
究
を

重
ね
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
の
ご
支
援
、
ご

指
導
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。」と
今
後
も
継
続
的

に
研
究
協
議
を
進
め
る
姿
勢
を
示
し

た
。

留
萌
中
部
三
町
村
合
併
協
議
会
解
散

合
併
新
町
の
姿
示
せ
ず

十
一
月
二
十
二
日
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
字
苫
前
）、
二
十
四
日
町
公
民

館(

字
古
丹
別
）
に
お
い
て
合
併
協
議

会
の
廃
止
に
伴
う
報
告
会
が
行
わ

れ
、
森
町
長
か
ら
こ
れ

ま
で
の
協
議
内
容
や
廃

止
に
至
っ
た
経
緯
が
説

明
さ
れ
た
。

説
明
で
は
、
森
町
長

よ
り
合
併
協
議
会
の
継

続
の
必
要
性
や
新
た
な

合
併
新
法
の
内
容
に
応

じ
て
先
々
に
議
論
す
る

こ
と
が
必
要
と
の
考
え

を
示
し
た
。
ま
た
、
協

議
会
で
の
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た

項
目
に
つ
い
て
、
苫
前
町
の
考
え
方

を
説
明
。
特
に
財
産
及
び
債
務
の
取

扱
い
で
は
、
一
次
産
業
の
基
盤
整
備

に
よ
り
一
定
の
農
業
生
産
額
を
確
保

し
、
公
営
住
宅
整
備
で
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
地
方
交

付
税
な
ど
の
財
源
確
保

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

の
説
明
に
、
参
加
し
た

住
民
も
一
定
の
理
解
を

示
し
た
。

今
後
、
こ
の
説
明
は

各
地
域
で
も
要
請
に
応

じ
て
開
催
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

地
域
自
治
組
織
の
取
扱
い
（
地
域
自

治
区
設
置
か
地
域
審
議
会
設
置
）、財

政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
普

通
建
設
事
業
費
推
計
な
ど
八
項
目
に

お
い
て
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
継
続
協

議
と
な
っ
て
い
た
。

前
回
協
議
会
で
は
、
羽
幌
町
か
ら

協
議
会
の
是
非
に
つ
い
て
「
各
地
域

の
現
状
と
理
想
の
違
い
が
鮮
明
で
あ

り
、
基
本
項
目
の
合
意
に
は
時
間
不

足
」
と
協
議
の
打
ち
切
り
を
提
案
。

今
回
協
議
で
は
、
初
山
別
村
が
「
羽

幌
町
が
離
脱
を
表
明
す
る
な
ら
、
こ

れ
以
上
の
審
議
は
無
理
。
合
併
新
法

の
下
で
協
議
し
た
い
」
と
解
散
を
受

け
入
れ
た
。
一
方
、
苫
前
町
は
「
協

議
会
の
使
命
は
、
合
併
し
た
場
合
の

姿
を
住
民
に
示
し
、
合
併
へ
の
判
断

留
萌
中
部
三
町
村
合
併
協
議
会
は
、

十
一
月
十
日
町
公
民
館
で
第
八
回
協

議
を
行
い
、
羽
幌
町
の
協
議
打
ち
切

り
提
案
に
、
初
山
別
村
が

解
散
や
む
な
し
と
同
意
し
、

継
続
協
議
を
主
張
す
る
苫

前
町
と
の
合
意
が
得
ら
れ

ず
、
同
協
議
会
の
解
散
を

決
定
し
た
。

同
協
議
会
は
、
こ
れ
ま

で
に
任
意
協
議
会
も
含
め

計
十
二
回
開
催
さ
れ
、
協

議
事
項
四
十
九
件
中
四
十

一
項
目
に
お
い
て
合
意
さ

れ
て
い
た
が
、
事
務
所
の

位
置
や
方
式
（
総
合
支
所

方
式
と
留
萌
中
部
方
式
）、

資
料
を
提
供
す
る
こ
と
が
責
務
」
と

継
続
協
議
を
要
望
。
審
議
は
、
意
見

が
ま
と
ま
ら
ず
三
町
村
の
首
長
及
び

議
会
議
長
が
別
室
で
協
議
し
た
が
、

調
整
で
き
ず
協
議
会
が
再
開
。
会
長

の
舟
橋
羽
幌
町
長
が
「
協
議
会
を
廃

止(

解
散)

す
る
」
と
宣
言
し
た
。

会
場
に
は
町
内
外
の
傍
聴
者
五
十

名
が
訪
れ
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た

が
、
解
散
の
結
果
に
落
胆
と
失
望
で

こ
と
ば
を
失
っ
た
。

協
議
終
了
で
森
町
長
は
「
大
変
残

念
な
こ
と
で
す
が
、
力
不
足
で
苫
前

町
の
意
見
が
通
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

町
民
に
対
し
、
申
し
訳
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
羽
幌
町
は
先
程
の
意

見
ど
お
り
「
ど
う
あ
っ
て
も
離
脱
し
、

打
ち
切
り
た
い
」、
初
山
別
村
は
「
羽

幌
町
が
離
脱
す
る
の
で
あ
れ
ば
出
来

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
先
程

の
（
舟
橋
）
会
長
か
ら
の
報
告
と
な

継続協議となっていた協議項目

承認された主な協議項目

新町の名称
事務所(役場)の位置
議会議員の定数及び任期の取り扱い
財産及び債務の取扱い
新町建設計画（財政シュミレーション）
新町建設計画
（将来構想ダイジェスト版・まちおこしアンケート）
地域自治組織等の取扱い
新町建設計画（施設整備計画）に関する事項

合併の方式
合併の期日
新町建設計画策定方針
議会議員の報酬及び費用弁償の取扱い
特別職の身分の取扱い
地方税の取扱い
使用料、手数料の取扱い
一部事務組合、第3セクターの取扱い
町名・字名の取扱い
公共団体の取扱い
補助金、交付金の取扱い
新町建設計画に関する事項
新町建設計画将来構想
財政・出納関係事務事業の取扱い
総務関係事務事業の取扱い
生活環境関係事務事業の取扱い
企画関係事務事業の取扱い
農林水産関係事務事業の取扱い
商工観光関係事務事業の取扱い
学校関係事務事業の取扱い
社会教育関係事務事業の取扱い
国民健康保険事業の取扱い
介護保険事業の取扱い
医療機関の取扱い
保健事業関係事務事業の取扱い
高齢者福祉関係事務事業の取扱い
保育事業関係事務事業の取扱い
その他福祉関係事務事業の取扱い

合
併
協
議
会
廃
止
報
告
会

苫
前
継
続
協
議
主
張
の

意

思

が

通

ら

ず

森
町
長
の
見
解



農
協
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

北
海
道
消
防
功
労
表
彰

高
橋
知
事
大
型
蓄
電
研
究
施
設
視
察
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十
月
三
十
日
「
課
長
島
耕
作
」
や

「
加
治
隆
介
の
議
」な
ど
で
知
ら
れ
る

漫
画
家
弘
兼
憲
史
氏
が
、
上
平
グ
リ

ー
ン
ヒ
ル
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
内
の

㈱
ド
リ
ー
ム
ア
ッ
プ
苫
前
発
電
施
設

を
取
材
に
訪
れ
た
。

取
材
は
、
高
尚
な
論
評
と
定
評
の

あ
る
オ
ピ

ニ
オ
ン
誌

「
中
央
公

論
」
に
お

け
る
「
弘

兼
憲
史
の

エ
ネ
ル
ギ

ー
を
考
え
る
」
シ
リ
ー
ズ
の

一
環
で
、
先
進
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
大
規
模
風
力
発
電

施
設
と
世
界
初
の
取
り
組
み

で
あ
る
大
型
蓄
電
研
究
施
設
を
視
察
。

苫
前
町
の
風
力
発
電
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
渡
辺
正
町
企
画
振
興

課
長
か
ら
説
明
し
、
ド
リ
ー
ム
ア
ッ

プ
苫
前
発
電
施
設
の
概
要
に
つ
い
て
、

同
社
三
保
谷
明
代
表
取
締
役
社
長
か

ら
説
明
が
行
わ
れ
、
弘
兼
氏
は
風
力

発
電
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
探
っ
て
い
た
。
取
材
を
終
え
弘

兼
氏
は
「
自
然
と
の
違
和
感
は
な
く
、

ま
る
で
器
械
体
操
を
見
て
い
る
よ
う

だ
」
と
感
想
を
語
っ
た
。
な
お
、
こ

の
内
容
は
「
中
央
公
論
」
一
月
号
に

掲
載
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

この運動は、歳末の繁忙期を迎え火気取扱い使用
機会が増加し、取り扱いの不注意不始末などで死傷
者の伴った火災が多発している現状から、地域住民
の防火意識の高揚を図り、予防指導を徹底し、「出
火防止」と「人命損傷」の絶無を期することを目的
としています。

重点目標
（1）家庭における防火安全対策の推進
（2）販売店舗、ホテル、飲食店など不特定多数の者が

出入りする対象物における防火安全対策の推進
（3）高齢者・災害弱者などを中心として死傷者事故防

止への対策と徹底

高
橋
知
事
大
型
蓄
電
研
究
施
設
視
察

ま
ち
か
ど
対
話
２
１
２

か
ら
風
力
発
電
施
設
及
び
蓄
電
施
設

の
概
要
説
明
を
受
け
、
森
町
長
が
同

行
し
施
設
内
を
見
学
。
世
界
初
の
大

型
蓄
電
研
究
施
設
に
関
心
を
深
め
た
。

視
察
終
了
後
は
、
羽
幌
町
に
移
動

し
管
内
九
市
町
村
の
首
長
と
の
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
、
一
次
産
業
と
三

次
産
業
の
連
携
に
よ
る
「
食
ロ
ー
ド

で
の
観
光
振
興
」
を
テ
ー
マ
に
話
し

合
い
、
管
内
の
食
材
を
利
用
し
て
の

夕
食
会
で
懇
談
し
た
。
な
お
、
苫
前

町
の
食
材
に
は
、「
こ
ふ
き
か
ぼ
ち
ゃ
」

が
提
供
さ
れ
た
。

ま
ち
か
ど
対
話
２
１
２
事
業
で
留

萌
管
内
を
訪
れ
て
い
た
高
橋
は
る
み

北
海
道
知
事
が
、
十
一
月
二
日
上
平

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

内
の
大
型

蓄
電
施
設

を
視
察
し

た
。高

橋
知

事
は
午
後

三
時
現
地

到
着
後
渡

辺
町
企
画

振
興
課
長

鴨田会長（中央）とともに受賞を喜ぶ後藤恭美子
副会長（左）と松原ミヤ子副会長（右）

十
一
月
十
日
札
幌
ポ
ー
ル
ス
タ
ー

ホ
テ
ル
に
お
い
て
北
海
道
消
防
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
苫
前
町
農
協
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
（
会
長
鴨
田
幸
子
＝
会
員

八
十
一
名
）
が
功
労
賞
を
受
賞
し
た
。

こ
の
表
彰
は
消
防
活
動
に
お
い
て

著
し
い
功
労
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

個
人
若
し
く
は
団
体
へ
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
同
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
五
十
七

年
一
月
に
結
成
以
来
二
十
二
年
間

「
火
災
予
防
は
婦
人
の
手
で
」を
合
言

葉
に
、
防
火
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加
、

街
頭
啓
発
運
動
、
防
火
訓
練
な
ど
を

積
極
的
に
行
い
、
火
災
予
防
思
想
の

普
及
に
努
め
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

も
の
。
こ
の
表
彰
を
受
け
、
鴨
田
会

長
は
「
大
変
光
栄
に
思
う
。
こ
れ
か

ら
も
安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
づ
く

り
の
た
め
、
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
喜
び
を
語
っ
て
い
た
。

漫
画
家
　
弘
兼
憲
史
氏

風
力
発
電
施
設
視
察

農
協
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

北
海
道
消
防
功
労
表
彰

たこ足配線　熱くなる、
危
険
な
コ
ー
ド

天ぷら油　燃えます、

３
６
０
℃

特別査察の実施期日及び対象物
期　　　日

12月25日(土)から31日(金)まで

対　　　象

年末年始で混雑が予想される対象物

製造業で火気を多く使用する対象物
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回
道
新

カ
ッ
プ

北
海
道

小
学
生

バ
レ
ー

ボ
ー
ル

道
北
大

会
が
十

一
月
七

日
旭
川

市
立
神

居
小
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
男
子
・
男
女

混
合
の
部
で
古
丹
別
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

広報とままえ　12月号　6頁

苫
前
町
文
化
協
会
（
会
長
＝
中
野

吉
晴
氏
）
並
び
に
苫
前
町
体
育
協
会

（
会
長
＝
渡
部
一
男
氏
）は
、
十
一
月

十
九
日
町
公
民
館
に
お
い
て
「
表
彰

と
交
流
の
集
い
」
を
開
催
し
、
文
化

振
興
に
寄
与
さ
れ
た
振
興
賞
二
名
と

体
育
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
奨
励
賞
二

名
、
振
興
賞
二
名
、
功
労
賞
二
名
、

特
別
賞
一
団
体
を
表
彰
し
、
各
協
会

加
盟
の
団
体
会
員
ら
と
と
も
に
受
賞

を
祝
っ
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
。

文
化
協
会
表
彰

◇
文
化
振
興
賞

五
反
田
　
久
（
字
古
丹
別
＝
61
才
）

昭
和
六
十
年
苫
前
ひ
ぐ
ま
ハ
ム
ク

ラ
ブ
入
会
。
平
成
八
年
か
ら
役
員
。

各
事
業
に
積
極
的
に
参
加
。
無
線
技

術
の
向
上
と
普
及
発
展
に
貢
献
。

花
井
　
秀
昭
（
字
岩
見
＝
44
才
）

町
く
ま
獅
子
保
存
会
に
昭
和
五
十

四
年
入
会
。
平
成
九
年
に
少
年
団
指

導
者
と
し
て
子
供
た
ち
の
指
導
に
尽

力
し
、
郷
土
芸
能
の
保
存
と
後
継
者

育
成
に
貢
献
。

体
育
協
会
表
彰

◇
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

伊
藤
　
慎
輔
（
字
古
丹
別
＝
東
海
大

学
付
属
第
四
高
校
三
年
）

第
二
十
三
回
全
北
海
道
高
等
学
校

新
人
剣
道
大
会
に
お
い
て
団
体
戦

（
中
堅
出
場
）優
勝
。
第
十
三
回
全
国

高
等
学
校
選
抜
大
会
ベ
ス
ト
十
六
。

小
林
　
一
喜
（
字
九
重
＝
札
幌
第
一

高
校
三
年
）

第
二
十
三
回
全
北
海
道
高
等
学
校

新
人
剣
道
大
会
に
お
い
て
団
体
戦

（
次
鋒
出
場
）
第
三
位
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

合
田
真
智
子
（
字
旭
＝
45
才
）

日
本
海
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
国
際
大
会
リ
レ
ー
の
部

（
ラ
ン
出
場
）
優
勝
。

開
発
　
法
起
（
字
苫
前
＝
47
才
）

第
三
十
八
回
北
海
道
剣
道
祭
剣
道

形
試
合
の
六
段
以
上
の
部
で
優
勝
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

小
野
寺
　
正
博
（
字
苫
前
＝
61
才
）

平
成
三
年
よ
り
野
球
連
盟
理
事

（
事
務
局
長
）及
び
留
萌
支
部
評
議
員

と
し
て
少
年
野
球
及
び
一
般
軟
式
野

球
の
普
及
発
展
に
貢
献
。

小
野
　
　
好
（
字
旭
＝
61
才
）

審
判
員
と
し
て
数
多
く
の
試
合
を

こ
な
し
、
平
成
三
年
よ
り
野
球
連
盟

理
事
及
び
留
萌
支
部
評
議
員
と
し
て

少
年
野
球
及
び
一
般
軟
式
野
球
の
普

及
発
展
に
貢
献
。

◇
特
別
賞

古
丹
別
中
学
校
野
球
部

第
三
十
回
中
北
部
北
海
道
中
学
春

季
野
球
大
会
優
勝
。
そ
の
実
力
と
と

も
に
「
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
賞
」
を
受

け
、
マ
ナ
ー
で
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

十
月
二
十
九
日
古
丹
別
小
学
校
三

年
生
二
十
二
名
が
字
岩
見
の
丹
羽
牧

場
（
丹
羽
秀
樹
さ
ん
）
の
牛
舎
で
酪

農
作
業
を
体
験
し
た
。

児
童
た
ち
は
実
際
に
牛
の
乳
に
自

ら
の
手
で
触
れ
、「
柔
ら
か
く
て
温

か
い
ね
」
と
言
い
な
が
ら
、
新
鮮
な

牛
乳
を
バ
ケ
ツ
に
搾
り
出
し
た
。

一
方
、
苫
前
小
学
校
三
年
生
十
七

名
は
、
十
一
月
九
日
字
旭
の
大
矢
根

牧
場
（
大
矢
根
成
孝
さ
ん
）
で
、
乳

搾
り
体
験
と
と
も
に
牛
舎
見
学
が
行

わ
れ
、生
後
間
も
な
い
仔
牛
を
見
て
、

思
わ
ず
「
か
わ
い
い
」
と
言
っ
て
見

入
っ
て
い
た
。
体
験
終
了
後
に
両
牧

場
か
ら
は
、
児
童
た
ち
へ
搾
り
た
て

の
牛
乳
が
振
舞
わ
れ
、
そ
の
味
に
児

童
た
ち
は
「
甘
く
て
お
い
し
い
。
バ

タ
ー
の
味
が
す
る
」
と
感
激
。
普
段

飲
ん
で
い
る
牛
乳
の
味
と
比
べ
て
い

た
。

少
年
団
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
（
監
督
高
橋
直

之
）
が
見
事
準
優
勝
を
飾
っ
た
。

同
部
門
に
は
、
道
北
地
域
か
ら
十

チ
ー
ム
が
参
加
。
同
チ
ー
ム
は
、
稚

内
や
旭
川
チ
ー
ム
を
接
戦
の
う
え
打

ち
破
り
、
決
勝
で
は
同
じ
留
萌
管
内

の
遠
別
イ
ー
グ
ル
ス
と
対
戦
。
惜
し

く
も
優
勝
を
逃
し
た
。

全
道
大
会
は
、
上
位
四
チ
ー
ム
が

出
場
し
一
月
十
二
日
江
別
市
で
開
催

さ
れ
る
。
主
将
の
能
登
智
穂
佳
さ
ん

（
古
小
六
年
）
は
「
み
ん
な
の
力
を
合

わ
せ
全
道
一
を
目
指
し
ま
す
」
と
目

標
を
掲
げ
、
古
丹
別
小
学
校
体
育
館

で
日
々
猛
練
習
を
重
ね
て
い
る
。

学社 
融合 

北
海
道
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
道
北
大
会

古
丹
別
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
準
優
勝
で
全
道
大
会
！

牛の乳搾りを体験する児童

体
育
協
会
・
文
化
協
会 

飼い主の皆さんへ
○犬の放し飼いはやめましょう！
○散歩中のふんは飼い主が
責任を持って
後始末しましょう！
○綱を放しての
散歩はやめましょう！
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十
一
月
十
六
日
町
公
民
館
に
お
い
て
図
書
室
サ
ポ
ー
タ
ー
協
力
の

も
と
、
子
ど
も
た
ち
二
十
名
が
グ
リ
ム
童
話
で
お
馴
染
の
「
お
菓
子

の
家
づ
く
り
」
を
体
験
。

ま
ず
童
話
「
ヘ
ン
デ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
読
み
聞
か
せ
で
始
ま

り
、
お
菓
子
の
家
作
り
で
は
、

ク
ッ
キ
ー
や
ウ
エ
ハ
ー
ス
を

使
い
溶
か
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
で
組
み
立
て
、
色
と
り
ど

り
の
チ
ョ
コ
や
ガ
ム
、
生
ク

リ
ー
ム
で
飾
り
付
け
た
。

作
製
指
導
に
は
、
英
語
指

導
助
手
の
オ
リ
ヴ
ァ
・
デ
ヴ

ィ
ス
さ
ん
も
加
わ
り
、
子
供

た
ち
は
組
立
て
に
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も
、
メ
ル
ヘ
ン
の

世
界
を
味
わ
っ
た
。

本
を
利
用
し
て
や
っ
て
み
よ
う
！

お
菓
子
の
家
づ
く
り

苫前町子ども会かるた大会
冬期間の室内スポーツとも言われる百人
一首。年々参加チーム数が減少しています。
３人１組で参加してみませんか！
なお、上位４チームは中部三町村こども
かるた大会への出場資格を得ることが出来
ます。

日　時　１月９日�午前９時から
場　所　苫前町公民館和室１･２号
部　門　小学生の部・中学生の部
参加料　無料

◇スキー場　苫前三角点スキー場・古丹別緑ヶ丘スキー場
◇開設期間　平成１７年１月５日（水）～平成１７年２月２８日（月）
◇定　休　日　毎週　火・木曜日　※ただし、冬休み期間は火曜日のみ
◇リフト運行

スキー置き場に個人のスキーを置くことは自由としますが、
盗難等については一切責任を負いません。なお、スキー靴
は必ずお持ち帰り願います。

※ロッジは、リフト運行終了後１５分間使用できます。

※１６：４５～１８：３０の時間帯はメンテナンスのためリフト・ロッジとも休止させていただきます。

◇リフト使用料

町内のスキー場がオープンします！

社会教育からのお知らせ 社会教育からのお知らせ 社会教育からのお知らせ 

１月５日～１月１８日

平　　日

土曜祝日

日 曜 日

平　　日

土曜祝日

日 曜 日

１月１９日～２月２８日

１３：００～２０：４５

１３：００～２０：４５

１３：００～１５：４５

１　日　券

シーズン券

中学生以下

無　料

無　料

高校生以上

310円

2,030円

１８：３０～２０：４５

１３：００～２０：４５

１３：００～１５：４５

苫前町教育委員会 
苫前町公民館  電話 5－4076
E-mail：tph@jasmine.ocn.ne.jp 
HPアドレス：http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

～あなたの生涯学習、応援します～ 
お問い合わせ先 

スキー場の開設期間やリフトの運行
時間などは積雪や天候状況により変
更となる場合がありますので、ご注
意願います。

スキー場の開設期間やリフトの運行
時間などは積雪や天候状況により変
更となる場合がありますので、ご注
意願います。
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今
月
の
担
当
は
鍵
山
栄
養
士
で
す
。 

食
育
「
子
ど
も
の
食
事
を
楽
し
く
」 

健　　康 
ばんざい 

の
で
す
。
そ
の
た
め
「
な
に
」
を
「
ど

れ
だ
け
」
食
べ
る
か
と
い
う
こ
と
や
、

「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、「
誰
と
」、「
ど

の
よ
う
に
」
食
べ
る
か
と
い
う
こ
と

が
、
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

バ
ラ
ン
ス
が
、
楽
し
い
食
卓
を
作
り

だ
し
、
心
の
安
定
を
も
た
ら
す
と
と

も
に
、
健
康
な
食
習
慣
の
基
礎
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。

「
楽
し
く
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と

は
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
健

康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど
も
に

お
い
て
食
事
の
楽
し
さ
は
、
食
欲
や

健
康
状
態
、
食
事
内
容
や
一
緒
に
食

べ
る
人
な
ど
が
、
と
も
に
深
く
関
係

し
て
い
ま
す
。

食
事
を
「
楽
し
く
食
べ
る
」
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
に
伴
っ
て
「
食
べ

る
力
」
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
食
べ
る
力
」
を
育
て
る

◇
授
乳
期
、
離
乳
期

安
心
し
て
母
乳
の
飲
め
る
環
境
を

作
る
〜
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
を
見
て
、

触
っ
て
、
味
わ
っ
て
、
自
分
で
進
ん

で
食
べ
る
。

◇
幼
　
児
　
期

お
な
か
が
す
く
リ
ズ
ム
が
も
て
る

〜
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
食
べ
る
楽

近
年
、
子
ど
も
の
食
事
は
、
発
育

や
発
達
の
重
要
な
時
期
に
あ
り
な
が

ら
、
栄
養
素
の
偏
り
、
朝
食
の
欠
食
、

肥
満
の
増
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
発
生
し
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
へ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
で
あ
る
食
卓
も
、
家
族
そ

ろ
っ
て
の
食
事
を
す
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
は
、
生
き
る
た
め
の

基
本
で
あ
り
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

心
と
身
体
の
発
達
に
欠
か
せ
な
い
も

し
さ
を
味
わ
う
。
栽
培
や
収
穫
、
調

理
を
通
じ
て
、
食
べ
物
に
触
れ
る
。

◇
学
　
童
　
期

一
日
三
回
の
食
事
や
間
食
の
リ
ズ

ム
が
も
て
る
〜
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
、

適
量
が
わ
か
る
。
家
族
や
仲
間
と
一

緒
に
食
事
作
り
や
準
備
を
楽
し
む
。

◇
思
　
春
　
期

食
料
の
生
産
・
流
通
か
ら
食
卓
ま

で
の
流
れ
が
わ
か
る
〜
自
分
の
身
体

の
成
長
や
体
調
の
変
化
を
知
り
、
健

康
管
理
が
で
き
る
。

子
ど
も
は
、
発
育
・
発
達
し
て
成

長
し
、
そ
の
生
活
や
行
動
も
変
化
し

て
い
き
ま
す
。

「
食
」
と
は
、
味
わ
っ
て
食
べ
た

り
、
食
事
を
作
っ
た
り
準
備
を
し
た

り
、
そ
の
中
で
人
と
関
わ
っ
た
り
と

さ
ま
ざ
ま
な
行
動
に
よ
っ
て
営
ま
れ
、

食
べ
物
や
料
理
は
、
生
産
・
流
通
・

調
理
の
過
程
を
経
て
食
卓
に
の
ぼ
る

た
め
、
地
域
や
季
節
に
よ
っ
て
も
異

な
り
、
実
に
広
い
繋
が
り
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
子
ど
も
が
「
食
」
に

関
わ
り
な
が
ら
成
長
し
「
食
べ
る
こ

と
が
楽
し
い
」
と
思
え
る
環
境
を
作

る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
育
成
に
お
い

て
重
要
と
な
り
ま
す
。

子どもの食事を楽しくする５つのポイント 子どもの食事を楽しくする５つのポイント 子どもの食事を楽しくする５つのポイント 

楽しい食事 

食事のリズム 
がもてる 

食生活や健康に 
主体的に関わる 

一緒に食べたい 
人がいる 

食事を味わって 
食べる 

食事作りや 
準備に関わる 

び
に
旭
川
方
面
交
通
安
全
協
会
長
の

連
盟
に
よ
り
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

同
校
は
、
駐
在
所
員
の
講
和
や
ビ

デ
オ
学
習
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

昭
和
六
十
一
年
か
ら
十
八
年
間
、
国

道
二
三
二
号
線
を
通
過
す
る
車
両
に

対
し
、
学
校
菜
園
な
ど
で
栽
培
さ
れ

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
も
に
児
童
が
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
す
な
ど
の
交
通

安
全
啓
蒙
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。

松
本
校
長
は
「
子
供
た
ち
が
長
年

活
動
し
て
き
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
認

め
ら
れ
、
閉
校
を
前
に
す
ば
ら
し
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」
と
喜
ん
で

い
た
。

来
年
三
月
に
閉
校
す
る
力
昼
小
学

校（
校
長
松
本
栄
造
）が
交
通
安
全
啓

発
活
動
の
実
践
が
認
め
ら
れ
、
十
一

月
十
二
日
道
警
旭
川
方
面
本
部
長
並

十
一
月
十
三
日
苫
前
商
業
高
等
学

校
で
は
町
公
民
館
に
お
い
て
体
験
発

表
会
を
行
い
、
国
際
交
流
や
町
内
施

設
見
学
及
び
職
場
実

習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
報
告
す
る
と

と
も
に
課
題
研
究
に

お
い
て
「
特
産
品
カ

ボ
チ
ャ
」
を
使
っ
て

の
商
品
開
発
研
究
結

果
を
報
告
。
会
場
で

試
作
品
の
「
カ
ボ
チ

ャ
庵
の
ど
ら
焼
き
」

が
試
食
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
た
。

ま
た
、
商
業
部
で
は
苫
前
町
の
活

性
化
を
テ
ー
マ
に
、
旧
営
林
署
庁
舎

や
旧
古
丹
別
支
所
の
有
効
活

用
や
、「
風
車
ま
つ
り
」
の

開
催
方
法
で
、
上
平
模
範
牧

場
を
会
場
に
花
風
車
作
成
を

町
外
者
へ
拡
大
す
る
こ
と
を

提
言
。「
自
分
た
ち
が
育
っ

た
地
域
で
す
。
地
域
の
一
員

と
し
て
、
町
の
た
め
に
出
来

る
こ
と
は
何
か
考
え
て
生
き

ま
す
。」
と
締
め
く
く
っ
た
。

旭
川
方
面
交
通
安
全
協
会
表
彰

「
新
し
い
風
　
町
の
活
性
化
」を
提
言

力昼小
苫商高

塚田茂羽幌署長から表彰状を受ける松本校長と
児童会代表の金澤恒慧君、福井和良君
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つくろう健康　幸せの未来づくり

進む高齢化、高齢化比率32.9％
地域ぐるみで健康づくりを!! 

国民健康保険・老人保健ガイド
す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 01646-4-2215（内線273）まで

所 得 控 除 に つ い て

Ｑ　介護保険料や利用料は、確定申告の際に所
得控除されると聞きましたが、それはどん
なことですか？

わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
、
医
療
技

術
の
飛
躍
的
進
歩
に
よ
り
年
々
伸
び

続
け
て
い
ま
す
。

苫
前
町
の
高
齢
化
の
状
況
は
（
別

表
１
）、昭
和
五
十
五
年
に
は
十
三
・

一
　
で
あ
っ
た
高
齢
化
比
率
も
、
平

成
十
六
年
十
月
末
に
は
三
十
二
・
九
　
　

と
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
急
激
な
高
齢
化
と
と
も
に

本
町
の
一
人
当
た
り
の
老
人
医
療
費

も
過
去
五
年
間
の
推
移
に
お
い
て
、

平
成
十
二
年
度
老
人
医
療
費
制
度
改

正
に
伴
い
、
介
護
保
険
導
入
や
老
人

医
療
費
一
割
負
担
に
よ
り
減
少
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
過
去
三
年
間
の
平

均
医
療
費
は
約
七
十
八
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
成
人
一
人
当
た
り
の
医
療

費
約
二
十
五
万
円
と
比
較
し
て
も
、

い
ま
だ
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま

す
。（
別
表
２
）

今
後
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
た

め
に
は
、
ま
ず
高
齢
者
皆
様
の
健
康

保
持
増
進
が
大
変
重
要
な
課
題
と
な

り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
高
齢
者
本
人
は

勿
論
の
こ
と
で
す
が
、
家
族
、
地
域

ぐ
る
み
で
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
疾
病
の
予
防
及
び
早

期
発
見
、
早
期
治
療
、
重
複
・
多
受

診
の
防
止
を
図
る
こ
と
で
、
在
宅
ケ

ア
な
ど
の
推
進
に
努
め
る
よ
う
日
頃

か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

Ａ（１）医療費控除

介護保険制度で提供されるサービスのうち医療費控除対

象となるものは、次のとおりです。

①指定介護老人福祉施設サービス費（介護費及び食費）に係

る自己負担額として支払った額の２分の１（制度以前より

利用されていた方は対象外）。介護老人保健施設、指定介

護療養型医療施設の施設サービス費は従来より医療費控

除の対象。

②居宅サービス計画にもとづき、医療系サービス（訪問看

護等）と合わせて利用する訪問介護、通所介護,短期入所

生活介護等に係る自己負担額。 医療系サービスは従来か

ら医療費控除の対象。

③おむつ代

（２）社会保険料控除

介護保険料は、社会保険料控除の対象となっている保険

料です。

健 康 一 番
生きがい活動

（別表1） 苫前町の高齢化の推移
（国勢調査時）

※Ｈ16年数値は、10月31日現在住民基本台帳より

年　度

Ｓ５５

Ｓ６０

Ｈ　７

Ｈ１２

Ｈ１６

総人口
①

65才以上
人口　②

比　率
②／①

6,528人

5,748人

4,868人

4,645人

4,243人

855人

897人

1,209人

1,319人

1,394人

13.1％

15.6％

24.8％

28.4％

32.9％

（別表2）１人当たり老人医療費の推移
（老人医療受給者分）

※Ｈ15年度の数値については、概数値

年　度

Ｈ１１

Ｈ１２

Ｈ１３

Ｈ１４

Ｈ１５

１人当たり医療費
（円）

対 前 年 度
伸び率(%)

８２２，８９０

７６３，７８５

８１０，６３０

７５１，８５６

７７６，７０４

0.4

△7.2

6.1

△7.3

3.3

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト



年
末
年
始
は
、
空
き
巣
狙
い
や
引

っ
た
く
り
、
自
動
車
盗
な
ど
市
民
生

活
に
身
近
な
犯
罪
の
多
発
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
安
全
で
平
穏
な
年
末
を
送

り
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
る

た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
、
犯

罪
被
害
や
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◇
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず

11月9日に日本赤十字社北海道支部
より各種災害に対し、迅速かつ的確に
救援活動を展開するため、災害救援車
「博愛号」が寄贈されました。
本車両は、同支部苫前分区地域において発生する災害や事故、その

他緊急を要する事態に対し、救援活動や救援物資の運搬やその他の各
赤十字活動を円滑に実施するため活用されます。

戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ
戻

る
と
い
う
気
持
ち
が
危
険
で
す
。

◇
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く
と
き
は
、

タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
心
が
け
、
歩

く
際
は
バ
ッ
ク
を
車
道
の
反
対
側

に
持
ち
、
複
数
で
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

◇
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
い
て
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

車
内
に
は
バ
ッ
ク
や
現
金
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

羽
　
幌
　
警
　
察
　
署

納期内納入にご協力願います。

12月 町税の納期

今月は、国民健康保険税
介護保険料
の納入月です。

苫前町の交通事故情報
平成16年10月末現在

交通事故死ゼロ日数は

10月31日現在で182日

発生件数

８件

死者数

１人

負傷者数

10人

広
報
十
一
月
号
四
貢
「
コ
ミ
ミ
ズ

ク
保
護
」
記
事
に
お
い
て
の
「
え
び

桁
漁
船
」
を
「
え
び
か
ご
漁
船
」
に

訂
正
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

お
　
　
詫
　
　
び

広報とままえ　12月号 10頁

犯
罪
や
事
故
の
な
い

年
末
年
始
を
！

災害救援車「博愛号」
更新配置

冬
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
百
七
十

一
路
線
（
九
六
・
六
　
）
の
生
活
路

線
や
公
共
施
設
、
産
業
道
路
の
除
雪

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
ご

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
早
朝
か
ら
除
雪
を
開
始
し
、
午
前

七
時
完
了
予
定
で
す
が
、
大
雪
や

吹
雪
で
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
原
則
、
緊
急
時
以
外
は
午
後
七
時

以
降
の
除
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
路
上
駐
車
や
公
共
施
設
駐
車
場
へ

の
夜
間
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
車
庫
等
へ

移
動
願
い
ま
す
。

○
除
雪
や
排
雪
時
に
支
障
と
な
る
箇

所
へ
は
ポ
ー
ル
等
の
目
印
を
設
置

願
い
ま
す
。

除
雪
期
間
は
翌
年
三
月
二
十
五
日

ま
で
で
、
委
託
さ
れ
る
除
雪
業
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◇
昭
和
・
旭
地
区

山
本
建
設
工
業
㈱
五
―
三
一
四
一

◇
旭
地
区

㈲
大
川
商
店
　
　
五
―
三
〇
三
五

◇
苫
前
地
区

千
葉
建
設
㈲
　
　
四
―
二
八
一
九

◇
港
･
三
豊
地
区

千
葉
建
設
㈲
　
　
四
―
二
八
一
九

◇
北
香
川
・
上
平
・
力
昼
地
区

㈲
北
進
産
業
　
　
四
―
二
一
五
二

◇
幹
線
道
路
（
旧
直
営
路
線
）

山
本
建
設
工
業
㈱
・
橋
場
建
設
工

業
㈱

◇
南
長
島
・
香
川
地
区

苫
前
建
設
工
業
㈱
五
―
三
三
〇
九

◇
北
長
島
・
九
重
地
区

橋
場
建
設
工
業
㈱
五
―
三
二
三
六

◇
古
丹
別
地
区

渡
部
工
業
㈱
　
　
五
―
三
〇
五
五

◇
小
川
・
岩
見
・
東
川
地
区

林
商
会
　
　
　
　
五
―
三
三
〇
四

◇
小
川
地
区

苫
前
運
輸
㈱
　
　
五
―
三
九
二
三

◇
三
渓
地
区

シ
ー
テ
ッ
ク
工
業
㈱
苫
前
支
店

五
―
三
七
〇
二

キ
ロ

冬
期
間
除
雪
委
託
業
者
決
定

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

これまで使用していたロータリ
ー除雪車の老朽化に伴い、10月29
日新たに250馬力の新ロータリー
除雪車を導入しました。
排雪処理能力を50馬力アップし
たことにより、排雪作業の効率が
改善されます。

除雪や排雪へのお問い合わせは、
役場建設課管理係　�4－2315へ

新ロータリー除雪車導入新ロータリー除雪車導入

町
へ
の
寄
付

○
古
丹
別
　
加
　
藤
　
ヤ
チ
ヨ
　
様

（
広
報
11
月
号
に
て
お
名
前
を
間
違
え

て
お
り
ま
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。）

○
苫
　
前
　
斉
　
藤
　
長
　
蔵
　
様

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
札
幌
市
　
稲
　
葉
　
豊
　
子
　
様

中
　
山
　
久
仁
子
　
様

河
　
原
　
美
代
子
　
様

○
古
丹
別
　
吉
　
田
　
正
　
一
　
様

各
町
内
会
等
へ
の
寄
付

（
力
昼
町
内
会
へ
）

○
力
　
昼
　
福
　
井
　
龍
　
行
　
様

（
港
町
内
会
へ
）

○
古
丹
別
　
奥
　
崎
　
哲
　
夫
　
様

(

苫
前
町
内
会
へ
）

○
札
幌
市
　
稲
　
葉
　
豊
　
子
　
様

中
　
山
　
久
仁
子
　
様

河
　
原
　
美
代
子
　
様

(

栄
浜
町
内
会
へ
）

○
栄
　
浜
　
石
　
井
　
正
　
気
　
様

各
団
体
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
栄
浜
老
人
ク
ラ
ブ
へ
）

○
栄
　
浜
　
石
　
井
　
正
　
気
　
様

（
栄
浜
婦
人
部
へ
）

○
栄
　
浜
　
石
　
井
　
正
　
気
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す
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平成17年４月以降は、全額保護される決済用預金
を除き、預金者１人当り、元本１千万円までとその
利息が保護されます。

●「決済用預金｣とは、「無利息、要求払い、決済サービスを提供で
きる」という条件を備えた預金で当座預金や利息の付かない普通
預金が該当します。
●利息が付く普通預金や定期預金等は、預金者１人当たり元本１千
万円までとその利息が保護されます。

銀行／信用金庫／信用組合／労働金庫／信金中央金庫／全国信用
協同組合連合会／労働金庫連合会
※農協、漁協、水産加工協等は、別途，農水産業協同組合預金保険制度に加
入しています。

国民生活金融公庫では、例年どおり年末事業
資金を取り扱い中です。また、新たに事業を進
められる方へのご融資の相談もお受けしており
ます。
年末の商品仕入れや手形の決済、従業員への
ボーナスの支払などに国民生活金融公庫の資金
をお役立て下さい。

◆ご融資条件
１　ご融資限度額　4,800万円
２　資金使いみち　事業資金
（運転資金・設備資金）
３　利　　　　率　年1.7％
４　ご返済期間　運転資金 5年以内

設備資金10年以内
５　保証人・担保
保証人・担保（不動産有価証券等）など
は、お客様のご希望に応じてご相談させて
いただきます。

※なお、事業によってはご融資額やご返済期間
及び利率が有利な融資制度や「国の教育ローン」
など、その他の融資制度もございますので、詳
しくは最寄の商工会または国民生活金融公庫旭
川支店（０１６６－２３－５２４１）融資担当
係までお気軽にご相談下さい。

調
理
師
法
で
は
、
調
理
業
務
に
従

事
す
る
調
理
師
が
二
年
ご
と
に
十
二

月
三
十
一
日
現
在
の
従
事
場
所
等
の

届
出
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
が

届
け
出
の
対
象
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
の
必
要
な
調
理
師
は
、
次
の

施
設
、
店
舗
で
調
理
業
務
に
従
事
し

て
い
る
方
で
す
。

◇
施
設
〜
寄
宿
舎
・
学
校
・
病
院
・

事
業
所
・
社
会
福
祉
施
設
・
介
護

老
人
保
健
施
設
・
矯
正
施
設
・
そ

の
他
多
数
人
に
飲
食
物
を
調
理
し

て
供
与
し
て
い
る
施
設

◇
店
舗
〜
飲
食
店
営
業
・
魚
介
類
販

売
業
・
そ
う
ざ
い
製
造
業

届
出
は
平
成
十
七
年
一
月
十
五
日

ま
で
。
お
問
い
合
わ
せ
は
（
社
）
北

海
道
全
調
理
師
会
留
萌
支
部
（
留
萌

保
健
福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
部
�
〇

一
六
四
―
四
二
―
一
五
一
一
）
へ
。

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

種
市
　
チ
マ
（
77
歳
）
10
月
20
日

旭

八
巻
　
ヨ
シ
（
77
歳
）
10
月
17
日

古
丹
別

古
志
直
次
郎
（
87
歳
）
10
月
24
日

旭
　

福
井
　
光
子
（
60
歳
）
10
月
27
日

力
　
昼
　

斉
藤
チ
サ
子
（
96
歳
）
10
月
29
日

旭

川
島
す
ゑ
子
（
82
歳
）
10
月
29
日

旭

伊
藤
　
好
郎
（
82
歳
）
10
月
30
日

古
丹
別

小
澤
　
正
則
（
76
歳
）
11
月
２
日

小
　
川

石
岡
　
敏
和
（
56
歳
）
11
月
６
日

苫
　
前

倉
田
　
タ
マ
（
92
歳
）
11
月
12
日

九
　
重

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

糸
川
　
翔
子

し
ょ
う
こ

伸
一
郎
／
寛
子

10
月
30
日

旭

檜
森
　
香
月

か
つ
き

晃
貴
／
麻
美
10
月
31
日
古
丹
別

吉
田
　
羽
奈

は

な

久
　
／
宣
子
10
月
31
日
古
丹
別

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

長女二女長女

住
所

丹
　
羽
　
晃
　
生
（
長
　
島
）
西
　
田
　
明
　
子
（
苫
　
前
）

辻
　
　
　
智
　
也
（
三
　
渓
）
佐
　
藤
　
友
　
美
（
羽
幌
町
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

年末資金はお早めに！
年末資金の準備はお済ですか？

預　金　保　険　制　度預　金　保　険　制　度
こうなります！

預金保険制度に加入している金融機関は？

預金保険機構�03(3212)6029、
北海道財務局�011(709)2311または金融機関窓口でご確認下さい。

もっと詳しく知りたい方は？

働
い
て
い
る
調
理
師
の
皆
様
へ
！

北
海
道
で
は
、
中
小
企
業
に
お
勤

め
の
方
（
育
児
・
介
護
休
業
中
の
方

も
含
む
）、季
節
労
働
者
、
企
業
倒
産

な
ど
事
業
主
都
合
に
よ
る
離
職
者
に
、

金
融
機
関
を
通
じ
て
、
医
療
・
教
育

・
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
生
活
資
金
を
融

資
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

融
資
内
容
や
融
資
対
象
･
条
件
な

ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
各
取
扱
金
融

機
関
（
労
金
、
各
信
用
金
庫
、
各
信

用
組
合
）
ま
た
は
、
留
萌
支
庁
商
工

労
働
観
光
課（
�
〇
一
四
六
―

四
二
―

一
五
一
一
）
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

「
勤
労
者
福
祉
資
金
」

融
資
を
ご
利
用
下
さ
い
。

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
保
護
命
令
の
対
象
を
子
供

や
離
婚
し
た
元
配
偶
者
ま
で
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
退
去
命
令
の
期
間
を

二
か
月
に
延
長
す
る
こ
と
な
ど
を
柱

と
し
た
改
正
法
が
成
立
し
、
平
成
十

六
年
十
二
月
二
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

◇
改
正
の
主
な
内
容

①
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
定
義
の
拡
大

②
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

③
被
害
者
の
自
立
支
援
の
明
確
化
な
ど

詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課
住
民
係

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

内
閣
府
で
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

（h
ttp
://w
w
w
.gen

d
er.go

.jp
/e-

vaw
/in
d
ex.h

tm

）

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
で

悩
ん
で
い
る
方
へ
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風力発電の売電状況
（町営分）

16年の実績（１～10月分）
３６，２７０，９２４円

平成16年10月分の実績
・供給電力量

４５３，４７０ｋＷｈ
５，６８９，９１４円

（設備利用率２７．７０％）

▽
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
わ
ず
か
。

皆
様
に
と
っ
て
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
▽
言
葉
に
す
る
な
ら

「
躍
動
」
と
「
災
害
」
か
な
。
▽
「
躍

動
」
で
は
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日

本
の
活
躍
、
そ
し
て
夏
の
甲
子
園
で

の
駒
大
苫
小
牧
高
校
優
勝
。
▽
一
方
、

「
災
害
」
で
は
大
型
台
風
の
北
海
道
上

陸
、
新
潟
中
越
地
方
を
襲
っ
た
大
型

地
震
。
そ
し
て
、
苫
前
沖
に
お
け
る

海
難
事
故
。
▽
未
だ
行
方
不
明
者
の

身
柄
は
確
認
で
き
ず
、
末
広
丸
の
ご

家
族
の
苦
悩
は
続
く
中
、
十
一
月
二

十
〜
二
十
一
日
し
め
や
か
に
合
同
葬

儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。
▽
そ
ん
な
中
、

合
併
協
議
会
解
散
と
な
り
、
今
後
苫

前
町
は
ど
う
進
ん
で
い
く
の
か
不
安

…
。
▽
さ
れ
ど
来
年
は
「
酉
年
」、
飛

翔
の
年
で
あ
る
。「
心
機
一
転
」
明
る

い
年
と
な
る
よ
う
願
う
ば
か
り
。
▽

良
い
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

編

集

雑

記

帳

今月は特別企画『町民ギャ

ラリー』を掲載致します。公

民館フェステバル展示部門作

品の中から、その一部をご紹

介いたします。

なお、新春号は『ちびっ子

ギャラリー』古丹別中学校生

徒の作品を紹介します。

町民ギャラリー

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

町民ギャラリー町民ギャラリー

苫前町陶芸の会
出品者　宮本アサヱさん

個人「五円玉手芸」
出品者　伊勢　文雄さん

個人「能面」
出品者　東出　正興さん苫前町木工サークルどんぐり

出品者　中村　千鶴さん

絵画教室パレット「宇宙」
出品者　古村　結さん

苫前町コタンフォトクラブ「語らい」
出品者　加藤　興一さん

木彫サークル「匠の会」
出品者　杉野　悦子さん

藍の会「パッチワーク」
出品者　早川　裕子さん

苫前町菊花会「盆養」
出品者　藤木　勝子さん

日
本
習
字
教
育
財
団
古
丹
別
支
部
「
書
道
」

出
品
者
　
新
山
　
美
佳
さ
ん


